
マイクロディンプルに
ついて教えてください



マイクロディンプルについて
教えてください
摩擦低減や焼付き防止の効果を期待して金属表面にディンプルを生成させる
検討が過去様々実施されてきた。代表的なものとして最初はレーザーで
ディンプルを1点ずつあけて効果を確認したが、摩擦がかえって上がったり
焼き付きが早く発生したりした。この原因はレーザー加工すると穴の周りに
溶融した金属が盛り上がり、これが原因で性能を悪化させた。
そこで、この盛り上がりが
発生しない加工方法を探した
結果、添付にあるハニカム状
多孔膜をマスキングとして
利用し、エッチング処理で
マイクロディンプルを生成
させる手法を開発した。
摩擦試験をした結果、焼付き
性能が向上した。
尚、この研究は以下の記事で
バイオミメティックス関連技術
として取り上げられた。



2010年代、摩擦低減手段の一つとしてレーザーを使ってディンプルを表面に
付与する研究開発が盛んにされていた。

加工孔部に肉盛りができる

加工後研磨が必要
レーザーで多数加工するのに
時間がかかりすぎる

上記の課題を解決する手段を調査

摩擦制御可能なトライボ設計を模索







https://bizboard.nikkeibp.co.jp/kijiken/summary/20120501/NMC0692H_2258429a.html

https://xtech.nikkei.com/dm/article/HONSHI/20120423/214531/





https://www.jatco.co.jp/release/2022/20220516_1358.html


	スライド 1: マイクロディンプルについて教えてください
	スライド 2: マイクロディンプルについて教えてください
	スライド 3
	スライド 4
	スライド 5
	スライド 6
	スライド 7
	スライド 8

